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■  昔の森と今の森を比べると、何が見えてくるのか？
植生の長期的な変化を理解するには、過去の植生

データと現在のデータを比較することが重要です。
最近の技術の進歩により、紙で作られた古い植生図
をデジタル化し、コンピュータ上で最新の図と重ね
て正確に比較できるようになりました。気候変動や
土地利用の変化が植生に及ぼす影響を明らかにする
には、この手法は効果的です。

■  気候変動と人間活動の影響
世界の平均気温は過去100年間で約1.6℃上昇して

います。こうした気温の上昇にともなって、森林は
より北方や標高の高い地域へと拡大・移動する傾向
が見られます。また日本では戦後、木材需要が増え、
天然林が伐採され、スギなどの人工林が拡大しまし
た。一方、エネルギー革命により薪や木炭の利用が
減少し、雑木林が自然林へと変化しました。

■  八甲田山の植生：過去80年間の変化
青森県の十和田・八甲田地域は、亜高山帯の針葉樹

林と冷温帯 * の落葉広葉樹林などが混在する特徴的
な環境です。近年、この地域の1930年代の植生図が
発見されました。これを、2010年代の植生図と比較
することで、過去80年の森林の変化を詳しく調べま
した。

本研究では、1930年と2010年の植生図の情報を統
一し、21種類の植生に分類しました（図１）。その結
果、過去80年間で森林の構成が大きく変化している
ことが分かりました。まず、標高1,000 m 以上の亜高
山帯では、針葉樹林の面積が半分に減少しました（図
２）。一方、標高1,000 m 以下の冷温帯では、ブナ林
の面積が1.5倍に増加し、一部は標高の高い場所へ移
動し、針葉樹と入れ替わる形で分布が変わっていま

十和田・八甲田の森はどう変わったのか？
〜80年間の植生変化を探る〜

した。標高700 m 以下では、かつて薪や木炭に利用
されていた落葉ナラ類の雑木林が半減し、代わりに
ブナ林やスギ・ヒノキ植林地が増加しました。1936
年に同地域が国立公園に指定された後も、一部地域
では雑木林が伐採され、植林や牧場などに転換され
ていました。

以上の結果は、今後の生態系や生物多様性の研究・
保全に役立つとともに、気候変動の影響に対応する
ための取り組みである「気候変動適応策」の基礎情
報としても活用されることが期待されます。

専門用語
亜高山帯：日本の山地で標高の高い場所に広がる森林帯の一
つで、本州では主に標高1,000〜2,500 m 程度の範囲に分布し
ます。シラビソ、オオシラビソ、トウヒ、コメツガ、カラマツ
などの針葉樹が優占する森林が発達します。
冷温帯：温帯の中でも比較的冷涼な気候帯で、本州では主に
標高300～1,600 m 程度の範囲に分布します。ブナやミズナ
ラなどの落葉広葉樹が優占する森林が発達します。
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図1　十和田・八甲田地域の植生図（左：1930年代、右：2010年代）
（Shitara et al. 2024を改変）

図2　1930年代（ 左 ）か ら2010年代
（右）への、80年間の植生の変化
（Shitara et al. 2024を改変）

山 岳域の長期的な植生変化を知るため、1930年代作成の十和田・八甲田地域の植生図を2010年代の
ものと比較しました。その結果、亜高山帯 * の針葉樹林から人里近くの雑木林に至る広い範囲で、

植生の変化が明らかになりました。
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